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動機：われわれの皮膚には約1兆個もの細菌が生息しており，皮膚常在菌叢を形成している．こ
れらは宿主にとって有益な役割を担っている一方で，皮膚疾患に関与していることも示唆され

ているが，その詳細については未解明な部分が多い．本研究では，醜形を示す重症皮膚疾患の

一つであるが，症例数が少ないゆえに原因解明がほとんど行われていない慢性膿皮症を対象に，

皮膚常在菌叢の網羅的解析を実施した．先行研究においてStaphylocuccus aureusが発症に関わる
という説もあるが，実際の培養による解析ではこれらの菌種が検出されないことが大部分であ

ることも報告されている．しかしながら，抗生物質塗布により症状の改善が見受けられること

から，皮膚常在菌が関与していることが考えられる．本研究では非培養法を用いた細菌叢解析

を実施することで，慢性膿皮症発症に関与する細菌の同定およびメカニズムの解明を試みた． 

結果：細菌叢解析の結果，一部の先行研究で慢性膿皮症患者の原因菌として報告されているS. 
aureusの相対存在量が実際に慢性膿皮症患者の膿に多い傾向が見受けられた．一方，本細菌が
全く検出されない検体が多く存在し，他の微生物の関与が示唆されたため，われわれは新たに

判別分析を実施し原因菌の探索を行った．その結果，慢性膿皮症患者において有意に多く存在

する細菌属が8つ検出されたが，全ての慢性膿皮症患者が共通して有する細菌属は存在していな
かった．以上の結果から全ての慢性膿皮症患者が共通して有していながら，特異的に多く存在

するような細菌は存在していないことが明らかとなった．しかしながら，抗生物質塗布により

疾患の進行を抑制できることから，細菌の関与は明らかであると考えられる．そこで，特定の

細菌による感染症ではなく，複数の細菌種による複合的な影響が関与すると考えた．複数の細

菌が複合的に関与する現象として，細菌叢の乱れ（ディスバイオーシス）が挙げられる．ディ

スバイオーシスはふけ症等の皮膚疾患に影響を及ぼすことが報告されており，主の健康状態に

大きく関与すると考えられる．ディスバイオーシスが起こっている皮膚では，α多様性が低く，
β多様性が高いことが知られている．これらの指標を検証したところ，慢性膿皮症患者において
α多様性が低く，β多様性が高いことが明らかとなった．よって本疾患では実際にディスバイオ
ーシスが起こっていることが示唆された．よって，本疾患は細菌叢の乱れから病原性細菌が増

加することによって発症する疾患である可能性が考えられた．今後はディスバイオーシスがも

たらされる原因解明など，細菌以外の要因も探っていきたい． 
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